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1.  平成25年3月期第2四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 3,421 △14.6 3 △92.5 △39 ― △58 ―
24年3月期第2四半期 4,006 0.8 43 ― 22 ― △24 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △6,615.74 ―
24年3月期第2四半期 △2,803.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第2四半期 6,406 285 4.4 31,973.13
24年3月期 6,529 354 5.4 39,755.97
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  285百万円 24年3月期  354百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,171 △12.4 110 42.0 52 736.2 28 ― 3,251.01



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 8,916 株 24年3月期 8,916 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q ― 株 24年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 8,916 株 24年3月期2Q 8,916 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」をご
覧ください。 
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(１) 経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、昨年３月の東日本大震災からの復興需要等により穏やかな回復傾

向にあったものの、円高や株価の低迷、欧州債務危機による世界経済の更なる減速や電力供給不足による事業活動

への影響等、先行き不透明な状況で推移しております。 

当社が属する外食産業及び小売業におきましては、消費者の節約志向は依然として強く、引続き厳しい経営環境

が続いております。 

このような経済状況のもと、当社は不採算店舗の閉店を進めるとともに、開業費及び販売管理費等の経費を抑え

たオリジナルブランド事業を中心とした出店を推進してまいりました。 

店舗展開につきましては、４店舗の閉店、２店舗の業態変更、５店舗の新規出店、１店舗を営業譲受により出店

いたしました。これにより、当第２四半期累計期間末現在の当社の展開業態は前年同四半期から１業態増の 業態

となり、稼働店舗数は前年同四半期末に比べ１店舗減の 店舗となりました。また、当社がフランチャイザーとし

て事業展開しております「ＢＯＯＫ・ＮＥＴ・ＯＮＥ」加盟店を１店舗新規出店したことにより、加盟店舗数が

店舗となりました。 

以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、フランチャイジー事業の主力業態における販売促進施策の見込み

違い等により、売上高 百万円(前年同四半期比 ％減）となり、売上原価及び販売管理費等のコスト削減に

努めたものの、売上の減少幅が大きく、営業利益３百万円（同 ％減）、経常損失 百万円（前年同四半期、経

常利益 百万円）となりました。また、特別損失に店舗閉鎖損失 百万円等を計上したことにより、四半期純損失

百万円（前年同四半期、四半期純損失 百万円）となりました。 

  また、当第２四半期会計期間末における総資産は前事業年度末の 百万円に比べ 百万円減少し、 百万

円となり、純資産は前事業年度末と比較して 百万円減少し、 百万円となりました。これは主に繰越利益剰余金

が 百万円減少したためであります。  

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 飲食部門 

当第２四半期累計期間における飲食部門におきましては、フランチャイジー事業は本部主導の販売促進活動

及び新商品の投入を、オリジナルブランド事業は季節商品の投入を定期的に行ってまいりました。また、スマ

ートフォン向けアプリケーション「フジｃｕｐｏ」を導入し、当社が展開する業態を網羅した電子クーポンの

配信による販売促進活動を開始いたしました。 

飲食事業の店舗展開におきましては、５店舗を新規出店、フランチャイジー事業１店舗をオリジナルブラン

ドへ業態変更、フランチャイジー事業３店舗を閉店した結果、当第２四半期累計期間末の店舗数は 店舗とな

りました。当第２四半期累計期間の売上高は 百万円（前年同四半期比 ％減）、新規出店に伴う販売管

理費等の増加に伴い、セグメント損失８百万円（前年同四半期、セグメント利益 百万円）となりました。 

② 物販部門 

当第２四半期累計期間における物販部門におきましては、フランチャイジー事業は本部主導の販売促進活動

等を、オリジナルブランド事業はインターネットでの通信販売を強化し、店舗営業以外の売上獲得を推進して

まいりました。 

また、物販事業の店舗展開におきましては、１店舗を営業譲受により出店、将来性が不透明なフランチャイ

ジー事業２店舗をオリジナルブランドへ業態変更した結果、当第２四半期累計期間末の店舗数は 店舗となり

ました。この結果、当第２四半期累計期間の売上高は 百万円（前年同四半期比 ％減）、セグメント利

益 百万円（同 ％減）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

24

106

23

3,421 14.6

92.5 39

22 25

58 24

6,529 122 6,406

69 285

58

80

2,361 0.6

21

26

1,060 35.0

11 45.2
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(２) 財政状態に関する定性的情報 

(資産)   

当第２四半期会計期間末における流動資産は 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円減少いたしまし

た。これは主に棚卸資産が 百万円減少したことによるものであります。固定資産は 百万円となり、前事業

年度末に比べ 百万円減少いたしました。これは主に有形固定資産が 百万円、投資その他の資産が 百万円減

少したことによるものであります。  

この結果、総資産は 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円減少いたしました。  

(負債) 

当第２四半期会計期間末における流動負債は 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円減少いたしまし

た。これは主に買掛金が 百万円、短期借入金が 百万円減少したこと等によるものであります。固定負債は

百万円となり、前事業年度末に比べ３百万円減少いたしました。これは主に社債が 百万円増加したもの

の、長期借入金が 百万円減少したこと等によるものであります。 

この結果、負債合計は、 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円減少いたしました。 

(純資産) 

当第２四半期会計期間末における純資産は 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円減少いたしました。

これは主に四半期純損失 百万円によるものであります。 

この結果、自己資本比率は ％（前事業年度末は ％）となりました。 

  

(３) 業績予想に関する定性的情報 

業績予想につきましては、平成24年５月11日の「平成24年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の業績予

想から変更はありません。 

なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

(１) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

   

(２) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。   

   

該当事項はありません。   
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,138,997 1,142,613

売掛金 304,070 322,594

商品及び製品 638,101 579,569

原材料及び貯蔵品 45,581 47,923

その他 173,555 191,988

流動資産合計 2,300,306 2,284,689

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,716,706 1,723,409

工具、器具及び備品（純額） 427,412 348,439

土地 573,649 573,649

その他（純額） 80,785 83,024

有形固定資産合計 2,798,553 2,728,522

無形固定資産 151,426 153,031

投資その他の資産   

投資有価証券 265,165 249,311

長期前払費用 73,435 70,128

敷金及び保証金 889,969 882,937

その他 72,556 57,179

貸倒引当金 △25,000 △25,000

投資その他の資産合計 1,276,125 1,234,557

固定資産合計 4,226,105 4,116,111

繰延資産 3,328 5,951

資産合計 6,529,740 6,406,753

負債の部   

流動負債   

買掛金 217,657 185,024

1年内償還予定の社債 70,000 130,000

短期借入金 371,834 340,000

1年内返済予定の長期借入金 1,514,516 1,506,169

未払法人税等 16,016 10,482

その他 413,370 381,165

流動負債合計 2,603,395 2,552,841

固定負債   

社債 270,000 475,000

長期借入金 3,051,762 2,868,712

資産除去債務 1,828 1,846

その他 248,289 223,280

固定負債合計 3,571,880 3,568,838

負債合計 6,175,275 6,121,680
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 388,153 388,153

資本剰余金 47,702 47,702

利益剰余金 △99,091 △158,077

株主資本合計 336,764 277,778

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 17,700 7,294

評価・換算差額等合計 17,700 7,294

純資産合計 354,464 285,072

負債純資産合計 6,529,740 6,406,753
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 4,006,826 3,421,419

売上原価 1,658,933 1,293,005

売上総利益 2,347,892 2,128,414

販売費及び一般管理費 2,304,808 2,125,177

営業利益 43,083 3,236

営業外収益   

受取利息 1,355 537

受取配当金 3,194 3,899

不動産賃貸料 53,895 80,056

受取保険金 12,464 －

その他 15,306 2,628

営業外収益合計 86,217 87,122

営業外費用   

支払利息 65,566 59,866

不動産賃貸原価 35,877 62,626

その他 5,268 7,839

営業外費用合計 106,713 130,333

経常利益又は経常損失（△） 22,588 △39,973

特別利益   

固定資産受贈益 － 12,120

特別利益合計 － 12,120

特別損失   

固定資産除却損 9 62

固定資産売却損 2,470 －

店舗閉鎖損失 35,856 25,687

災害による損失 4,023 －

特別損失合計 42,361 25,750

税引前四半期純損失（△） △19,773 △53,604

法人税、住民税及び事業税 5,225 5,381

法人税等合計 5,225 5,381

四半期純損失（△） △24,998 △58,985
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △19,773 △53,604

減価償却費 231,646 166,775

災害損失 4,023 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,676 －

受取利息及び受取配当金 △4,550 △4,437

支払利息 65,566 59,866

社債発行費償却 308 403

固定資産受贈益 － △12,120

有形固定資産除売却損益（△は益） 40,735 25,750

売上債権の増減額（△は増加） △133,103 △18,523

たな卸資産の増減額（△は増加） 17,366 129,213

その他の流動資産の増減額（△は増加） △6,302 △2,424

仕入債務の増減額（△は減少） △46,874 △30,756

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,465 1,884

その他の流動負債の増減額（△は減少） 81,497 △35,793

預り保証金の増減額（△は減少） △4,055 △17,527

小計 227,695 208,707

利息及び配当金の受取額 4,550 4,437

利息の支払額 △69,783 △57,116

法人税等の支払額 △10,161 △10,249

営業活動によるキャッシュ・フロー 152,300 145,778

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △62,004 △308,040

定期預金の払戻による収入 － 280,362

投資有価証券の取得による支出 △1,318 △1,297

有形固定資産の取得による支出 △178,656 △136,191

有形固定資産の売却による収入 800 2,704

無形固定資産の取得による支出 － △4,153

短期貸付金の増減額（△は増加） △3,769 2,028

長期貸付金の回収による収入 16,156 4,439

敷金及び保証金の回収による収入 23,836 13,525

その他 △11,582 △47,285

投資活動によるキャッシュ・フロー △216,538 △193,907

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △108,000 △31,834

長期借入れによる収入 885,000 750,000

長期借入金の返済による支出 △860,249 △941,397

社債の発行による収入 98,990 296,973

社債の償還による支出 △50,000 △35,000

リース債務の返済による支出 △3,591 △6,292

配当金の支払額 △4,051 －

その他 － △8,382

財務活動によるキャッシュ・フロー △41,901 24,066

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △106,139 △24,062

現金及び現金同等物の期首残高 309,155 146,257

現金及び現金同等物の四半期末残高 203,016 122,194
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該当事項はありません。   

   

該当事項はありません。   

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

- 8 -


	ヘッダー3: ㈱フジタコーポレーション（3370）平成25年３月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）
	ヘッダー4: ㈱フジタコーポレーション（3370）平成25年３月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）
	ヘッダー5: ㈱フジタコーポレーション（3370）平成25年３月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）
	ヘッダー6: ㈱フジタコーポレーション（3370）平成25年３月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）
	ヘッダー7: ㈱フジタコーポレーション（3370）平成25年３月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）
	ヘッダー8: ㈱フジタコーポレーション（3370）平成25年３月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）
	ヘッダー9: ㈱フジタコーポレーション（3370）平成25年３月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）
	ヘッダー10: ㈱フジタコーポレーション（3370）平成25年３月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）
	フッター3: - 1 -
	フッター4: - 2 -
	フッター5: - 3 -
	フッター6: - 4 -
	フッター7: - 5 -
	フッター8: - 6 -
	フッター9: - 7 -
	フッター10: - 8 -


